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����タグの繰り返しパターンに注目した知識の自動獲得

新里 圭司 ��������

北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

����年 �月 ��日

キーワード� 知識の自動獲得，統計的自然言語処理，上位語，下位語，�	
�� ��� ����

近年，膨大な量の文書が計算機で扱えるようになり，多種多様な自然言語処理技術が利
用されるようになってきた．しかし，より知的で高度な処理を行うためには，単語間の上
位下位関係（�������� ��	
����），類似関係（������� ��	
����），包含関係（�
������	�
��	
����）などの知識がまだまだ不足しており，このような知識の獲得は今後ますます重
要なものになるといえる．そこで本稿では，���上に大量に存在する ����文書か
ら広範な単語間の上位下位関係を自動的に獲得する手法について提案する．�	
����に
代表されるような大規模なシソーラスを自動生成するという目的のもと，従来より単語
間の意味的関係の自動獲得に関する研究は盛んに行われてきた ��� �� �� �� �� �� ��．しか
し，そのほとんどは���
�����が用いた“ ��� 
パターン”に代表される，構文パターン
（	���������
���� �
�����）のマッチングによりコーパス中から獲得するものであった．し
かし，（�）単語間の意味的な関係を表す構文パターンがコーパス中に頻繁に現れることは
稀であり，また（�）たとえ大量のテキストを持ってきたとしても，構文パターンに現れ
ない単語や句が大量に存在するため，従来手法では大量かつ幅広い単語間の上位下位関係
を獲得することが難しいという問題があった．そのため，本研究では構文パターン以外の
上位下位関係の特性を捕らえる手がかりを用いることで獲得を試みる．具体的には，（�）
����タグにより与えられる文書の構造，（�）情報検索などの分野で用いられる ��や ��

などの統計量，（�）大量の新聞記事から収集した名詞と動詞の係り受け関係，（�）予備実
験により得られたヒューリスティクなルール，の �つの異なる要素を組み合わせることで
上位下位関係の獲得を試みる．
本研究では，単語間の上位下位関係を獲得するにあたり，以下に示す �つ仮説をたてる．

仮説 � ����文書中で同じパスを持つ表現同士は意味的に類似しており，共通の上位語
を持ちやすい

仮説 � 共通の上位語を持つような下位語の集合が与えられた時，それらに共通な上位語
は各下位語を（少なくとも �つ）含む文書に現れやすく，それ以外の文書には現れ
にくい
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仮説 � 上位語と下位語は意味的に類似しており，その類似性は上位語と下位語の持つ係
り受け関係によって捕らえることができる

本研究で提案する上位下位関係の獲得方法は，上に挙げた仮説を考慮した次の �つの
ステップからなる．まずステップ �では，仮説 �に基づき，���より大量に収集した
����文書中から同じパスを持つ表現同士を獲得する．以下では，このステップ �で獲
得された同じパスを持つ表現の集合のことを下位語候補集合と呼ぶ．
続いてステップ �では，ステップ �で獲得された下位語候補集合の各要素に共通する上
位語の獲得を試みる．上位語獲得に伴い，�つ文書集合を準備する．�つ目の文書集合は，
ステップ �で得られた下位語候補集合の各要素（下位語候補）を検索語として検索エンジ
ンより収集した����文書集合からなるもので，これを局所的文書集合と呼ぶ．�つ目
の文書集合は，���より収集した����文書 ���万件からなる文書集合で，これを大
域的文書集合と呼ぶ．ステップ �では，局所的文書集合中に含まれる名詞のスコアを，仮
説 �に基づき，局所的文書集合中での文書頻度と，大域的文書集合中での文書頻度の両方
を用いて計算し，スコアの最も高かった名詞を与えられた下位語候補集合に対する上位語
として獲得する．
次にステップ �では，仮説 �に従い，ステップ �で獲得された下位語候補集合とステッ
プ �で獲得された上位語の組を，両者の類似度に基づきソートする．その結果，上位�
組を後述するステップ �を適用後に出力とすることで，より尤もらしい上位語と下位語候
補集合の組だけを獲得することが期待できる．類似度を計算するため，下位語候補集合全
体の係り受け関係を局所的文書集合から，上位語の係り受け関係を大量の新聞記事よりそ
れぞれ求めた．そして，両者の係り受け関係をベクトルで表現することで，その類似度を
コサイン尺度を用いて計算した．コサイン尺度とは，文書検索において文書間の類似度を
求める際によく利用されている尺度である．
そして最後にステップ �として，予備実験の結果得られた �つのヒューリスティックな
ルールを適用することで，獲得された上位語と下位語候補集合の組を精錬することを行う．
実際に���より収集してきた約  �万件の����文書から，下位語の集合（の候補）
を約 !万個獲得することができた．そして，その中からランダムに抽出した集合 �����個
について評価したところ，その中に含まれる約 ������個の順序付けられた上位下位関係
のうち，全体の約 ���"にあたる上位 ���個については  �"，全体の約 �"にあたる上位
���個の上位下位関係については ��"，約 ��"にあたる �����個については ��"程度の
精度で正しい上位下位関係を獲得することができた．また，従来手法と比較実験を行い，
文書量が少なすぎて従来手法では獲得することができないような上位下位関係を，提案
手法では同量の文書から獲得できることを確認した．これにより，少量の文書集合を対象
に上位下位関係の自動獲得を試みる場合，本研究で提案する手法が有効であることがわ
かった．
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